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　1.はじめに 

　心理測定法を用いた景観評価は、Peterson（1967）によって始まった。このような研究は1970年から

1990年にかけて普及したが、最近このような研究は減少傾向にある。図1は論文数が同様の傾向にあることを

示し、この減少の背景は、世界中の景観評価研究が直面している問題にある。これまで、測定と分析で様々な

技術開発が試みられ、風景の嗜好を説明するための最初の予測モデルはShafer、Hamilton and

Schmidt（1969）によって提案された。このアプローチはCarlson（1977）によって批判されたが、この批判

は決してこれらの問題を解決する方法を提案しなかった。 

　2.日本での理解 

　このような研究は、1970年代には日本と米国はこの分野の技術開発をリードした。日本の研究者は、普遍

性とその結果の信頼性を前提として、実験結果の適用に興味を持った。日本では、近くいる大学生で得られた

結果を簡単に利用することによって形成された。彼らは、全国で統一された効果的な教育システムで教育され

てきた。 

　3.西欧諸国における理解 

　一方、アメリカの研究者は、移民が多く、多様な文化的、民族的背景の影響に興味を持っていた。彼ら

は、社会のさまざまな属性に関心を持ち、地域社会でのコンセンサスを必要としていた。計画者は、計画に

データを適用するために、より多くの考察が必要だった。結果として、彼らは学術雑誌に数多くの研究を蓄積

した（図2）。 

　4.理解の進化 

　日米からヨーロッパや世界に広がった景観評価研究は、アメリカと同様の民族的・文化的背景のために異な

る結果が得られた。研究者は、得られた結果が何を意味するか、すなわち景観評価とは何かという問題にぶつ

かった。私たちは現在、景観評価という現象は、人間が現場での経験を通して体験した精神的側面の一部であ

り、景観の評価に対する人間の理解は、歴史的時代を通じて進化したことを認識した（Appleton

1986、Bourassa 1991、Aoki and Kitamura 2001）。 

　5.壁に直面する 

　この問題は、我々が考慮すべき新たな疑問、すなわち時代を通した普遍性と不変性、そして地域における景

観評価の問題をもたらした。物理的な計画で景観を形作った計画者は、その結果に不安を感じ始め、ある時点

で得られた景観評価の結果が真実であり、計画の有用性をいかに保つかを知りたくなった。ここで、景観評価

調査が大きな壁に直面した（青木2014、青木2015）。 

　6.最近の動向 

　しかし、近年、途上国では景観評価が積極的に研究されており、2011年から再び論文数が増加してい

る。開発途上国からのこの研究は、景観評価の分野で現在直面している壁を突破する可能性がある。

JpGU2013とJpGU2014での議論に基づき、今年のワークショップの成果がこれらの努力を支えてくれること

を願う。 
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